第１学年数学科　数学Ⅰ　学習指導案
１　単元名
　図形への応用
２　単元の目標
・正弦定理の証明を理解し、導くことができる。
・余弦定理の証明を理解し、導くことができる。
・正弦定理と余弦定理を用いて、平面図形や立体図形の計量を行うことができる。
３　評価規準
	知識・技能
知
	思考・判断・表現
思
	主体的に学習に取り組む態度
態

	●三角形の角と辺の間に成り立
つ関係について理解できる。
●平面および空間図形の様々な性質について理解できる。
●正弦定理や余弦定理等を用いて三角形の形状を調べることができる。
	●与えられた図形の条件の関係を三角比を用いて表現することができる。




	●図形の性質などの既知の知識を利用して、多面的に考察しようとする態度。
●他者と話し合うことで多様な見方や考え方を知り、自らの考えを練り上げていこうとする態度。


４　指導計画　　　　　　　　　　　　･･･ICTを用いた家庭学習との具体的な連携内容とそのねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
時

	
学習活動
＜育みたい数学的な見方・考え方＞
	
学習の目標

	
言語活動につながるICTの活用

	

１



	

●レポート課題の結果を基
に言語活動を行うことで、鋭角の場合の正弦定理を予想し、定式化して証明する。

＜数量や図形の関係に着目する＞
	・タブレット端末を家庭に持ち帰り、家庭学習で動的幾何ソフトを用い、多くの三角形の数値の計測を行う。その結果をレポート課題で分析することで、角と対辺の関係に気付き、正弦定理につながる考えを持つことができる。



・円周角の定理と円に内接する四角形の性質を用いて、△ABCの3辺の長さとsinA,sinB,sinCの間に成り立つ関係を理解する。


	

●大型提示装置やタブレット
端末上の動的幾何ソフトを
用いて、外接円の直径、三角
比の値、辺の長さのデータ
を整理・分析することで、生
徒が理由・根拠をもって説
明することができる。

	２
	●一般の正弦定理を証明する。
＜既習の事柄と結びつける＞
	・前時の鋭角の場合の正弦定理を直角、鈍角の場合に拡張する。
	

	３
	●三平方の定理を用いて余弦定理の証明を理解する。
＜順序よく考えようとする＞
	・一般の三角形において、 3辺の長さの間に成り立つ関係を考察し、三平方の定理との関係を理解する。
	

	４
	●正弦定理および余弦定理を応用する。

＜既習の事項と結びつける＞
	・与えられた辺や角についての条件から三角形の形状を調べることができる。


	●大型提示装置やタブレット端末を用いて、着目する条件や数学的な表現における考えを共有し、比較・関連付けて説明することができる。

	５
	●三角形の面積公式を導出する。

＜数量や図形の関係に着目する＞

	・正弦を用いた三角形の面積公式の導出を理解することができる。
	

	６
	●多角形の面積を求める。

＜数量や図形の関係に着目する＞
	・三角形の3辺から見通しを持って、三角形の面積を求めることができる。
・円に内接する四角形の面積を求めることができる。
	

	７
	●三角形の内接円と面積を求める。

＜図形に着目する＞
	・三角形の3辺から見通しを持って、三角形の内接円の半径を求めることができる。
	

	
８

	


●タブレット端末を用いて
立体図形の切断面を視覚
化し、言語活動により立
体図形の扱い方に気付
く。

＜図形に着目する＞
	・タブレット端末を家庭に持ち帰り、家庭学習として、動的幾何ソフトで立体図形の切断面の視覚化をはかる。また、レポート課題で正四面体の断面の三角形について辺の長さや角の大きさを計算することで、ソフトウェア上で立体を平面で切断して考えるよさを感じることができる。




・条件を適切に用いて、空間図形の長さや面積を求めることができる。
・正四面体や特殊な三角錐の体積を求めることができる。
	

●大型提示装置やタブレット端末上の動的幾何ソフトを用いて、立体の切断面のデータを整理・分析することで、生徒が理由・根拠をもって説明することができる。

	
９

	


●単元のまとめの問題をつくり、プレゼンテーションや他の生徒の作成問題の評価を行う。

＜新たな視点から捉え直す＞
	・第８時終了後、家庭学習で問題づくりのレポート課題に取り組む。その後タブレット端末にレポート課題を入れて持ち帰り、家庭学習でまとめの問題についてのプレゼンテーションの準備や事前評価をする。他の生徒と自分のレポートを比較することで、単元全体を振り返ることができる。




・既習の学習事項を用いて、自ら問題をつくり、互いに解き合い評価することで単元全体を振り返ることができる。
	

●タブレット端末を用いて、全員の取組データを持ち帰り家庭学習で比較することで、自分のレポートを新たな視点から捉え直すことができる。




第１時（正弦定理を予想して証明する）の展開例　　
◎授業におけるICT活用のねらい
・動的幾何ソフトを用い、様々な角での計測や計算を通して図形の性質への理解を深め、正弦定理を予想する。
・正弦定理の証明で図形の変形を視覚化する。





◎ICTを用いた家庭学習との連携のねらい
・タブレット端末を家庭に持ち帰り、家庭学習で動的幾何ソフトを用い、多くの三角形の数値の計測を行う。その結果をレポート課題で分析することで、角と対辺の関係に気付き、正弦定理につながる考えを持つことができる。







◎本時の目標
・計測や計算を通じて、実験的に正弦定理を予想する。計算結果を基にした言語活動により、図形の新たな性質を見いだし、論理的に説明する力をつける。






事前の家庭学習
	◇学習活動
	・指導上の留意点
＊ICT活用の意図＜課題１＞
授業シート①を利用して、活用シートに円に内接する三角形の辺の長さや角の大きさをまとめ、気付いた関係を考察しよう。


	


◇授業シート①の入ったタブレット端末を持ち帰り、活用シートに測定した長さや三角比を記入し、気付いたことをかいてくる。

	


・生徒によって、気付いたことを数式や文章など様々な方法で表現することが考えられるので、多様な表現を想定しておく。
＊タブレット端末上で数値実験を行うことで、定理につながる数学的な事象を観察することができる。
























■評価規準：は評価の観点　『　』は評価の方法を表す


本時の展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
時
間
	◇学習活動
●主な発問または指示

	
☆予想される生徒の反応
	・指導上の留意事項
＊ICT活用の意図
＜育みたい数学的な見方・考え方＞

	10
分











15分





























５
分







10
分






10
分
	◇「言語活動を行う際の着眼
点」を確認する。




◇三角形の一般的な性質を確認する。
●三角形の辺の長さと角の大きさには関係があるのだろうか？
●あるとすればどのような関係だろうか？

◇学習課題を設定する。



●動点Aを動かしても角が変わらない性質をなんというだろうか？

◇４人のグループで直径10の場合に角、対辺、三角比の表を見比べる。




















●各々の値の間に何か関係は
ないだろうか？




◇考えたことを発表し、クラス全体で共有する。




●他の直径でも同じことが成
り立つか確認してみよう。


◇課題を設定する。
●予想したことを数式で表そ
　う。




◇予想した式を証明しやすい形に変形する。
●この式に登場するa、2R、sinAで一番わかりにくいものはどれだろうか？
◇課題を設定する。




●提示された図形の中でAの大きさを変えずに正弦の関係を導き出すのに必要な操作はなんだろうか？


●振り返りシートに証明を完成させよう。

	
[bookmark: _GoBack]①「理由や根拠を質問・説明する」
②「比較・関連付けて質問・説明する」
③「新たな視点から捉え直す質問・説明をする」






☆角が大きくなればなるほど対辺も大きくなる。

☆角度が２倍、３倍になれば、対　
　辺も２倍、３倍となる。

＜課題２＞
課題１の活用シートの計算結果を見比べて、三角形の辺と角の間に成り立つ関係を確認しよう。






☆円周角の定理










授業シート①の内容











☆何にも関係がない。




☆辺BCの長さがsinAの10倍になっている。

☆sinA, sinB, sinCとa, b, c の間にはそれぞれ関係がありそうだ。
☆sinAとaの比が直径の値になっている。
＜課題３＞授業シート②の計算結果を見比べて、直径20でも予想が成り立つか確認しよう。




☆sinAとaの比が直径の値になっている。



☆直径をどう表現してよいかわからない。
＜課題４＞
 を証明しよう。







☆２R
☆sinA、理由は他の２つの項は長さであるから。





☆円周角の定理より動点Aを動かしても角Aの大きさは変化しない。
☆ACを直径に合わせると対角が
　直角になり、課題の式が証明できる。


	・大型提示装置に「言語活動を行う際の着眼点」を投影する。
・生徒にタブレット端末を起動させる。



・生徒の発表を黒板に整理する。■：標準形を用いて、２次関数を求めることができる。
『プリントの記述の分析』

■：他の考え方を積極的に検討しようとしているか。
『学習活動の観察』

■：他の考え方を積極的に検討しようとしているか。
『学習活動の観察』












＜数量や図形の関係に着目する＞
・大型提示装置に授業シート①を提示し、実際に点を動かしてみせる（下図）。
＊点を動かしても変化しない量を観察することで定理の予想につなげる。　
・４人グループにし、タブレット端末を使いながら話し合わせる。
■：グループで積極的に意見交
流しながら、自らの考えをまとめるこ
とができる。
『学習活動の観察・授業シートの分析』





























[image: ]















・生徒の考えを黒板に板書する。





・になっている。





・タブレット端末を使い、授業シート②を開いて直径が20の場合でも予想したことが成り立っていることを確認する。


・生徒への発問を行い、予想を数式で表す。





・証明に困ったときは定義に戻って考えることの有効性に気付かせる。
・円周角の定理を用いて直角三角形をつくり、sinAの値が求めやすいように図形を変形する。
＜課題５＞
 を証明しよう。






・振り返りシートを配付する。
・大型提示装置に授業シート①または②を提示し、実際に点を動かせる。
■：正弦定理の証明を理解し、導出することができる。
『プリントの記述の分析』







■：標準形を用いて、２次関数を求めることができる。
『プリントの記述の分析』




準備物
・大型提示装置、タブレット端末、無線LAN、授業支援ソフト、動的幾何ソフト(GeoGebra)
・活用シート（課題１が印刷してある紙のシート）
・振り返りシート（課題５の解答が書き込める紙のシートで振り返りも含む）
・授業シート①（動的幾何ソフトの入った直径10の場合のデジタルシート）
・授業シート②（動的幾何ソフトの入った直径20の場合のデジタルシート）
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